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【速報】投票日5日前：衆院選・各党マニフェストの分析から​
「偏り」を把握！投票判断のための「論点・特徴一覧」を公開 

〜序盤情勢調査を受けて議席を減らす党は「長い・あいまい、だけど言い切る」〜 

 
　知識表現AIを用い、会話・文章情報から組織課題を可視化するコグニティ株式会社（本社
：東京都品川区、代表取締役：河野理愛、以下「コグニティ」）は、2026年2月8日投票日
の衆院選における各党のマニフェスト動画を対象に、独自の特許技術CogStructureを使っ
て論じられている内容の傾向を分析しました。その結果、議席割合が増える想定の党ほど
「言い切りが減る」「動画が短い」「カタカナ表現が減る」という傾向が見られました。更
に、割合ではなく議席数自体の減少率が大きい党は「指示語が増える」という傾向も見ら
れ、マニフェスト自体のあいまいさを示すような分析結果が得られたと考えられます。今回
の速報では、各党のマニフェストで情報量の多い論点一覧・ランキングと、獲得予定議席数
の大小で有意差の大きい「言い切り」が各党でどう違いがあるのかを検出しました。 

 
　コグニティは、「技術の力で、思考バイアスなき社会を」というミッションに基づき、定
性的な情報を定量化する技術を持って、バイアスのない意思決定のためのデータ提供を行っ
ています。このような選挙分析は、2022年の参院選、2024年の都知事選、2025年の参院
選に続く、4回目の分析となります。本分析は、特定の主張の正しさを評価するものではな
く、有権者が投票判断の材料を点検するための“読み方”を提供することを目的としていま
す。 
 
 

 



 
 

■ マニフェスト動画をCogStructure分析することで「論点」を抽出 
　コグニティの特許技術CogStructure分析を使い、各党のマニフェスト動画上で言及され
ている各話題に対するロジック構成・情報の種類と量を判別し、主要な論点をその情報量の
順にランキング付けをして3位まで抽出しました。これによると、全体30件の論点のうち
50％となる15件は、具体的な施策への言及ではなく、各党のキャッチフレーズや投票の呼
びかけ文言でした。 
 
【分析対象のマニフェスト動画】 
自由民主党 https://youtu.be/4it7uQd_zT4?si=YL84Dr7fMdy2a9cI 

中道改革連合 https://www.youtube.com/live/JCrvJCilveY?si=8eRl25pFzSJiKKcb 

日本維新の会 https://www.youtube.com/live/mC5N00WQ9RU?si=j5j6ifwi924J674y 

国民民主党 https://youtu.be/XUtrHYIzfcY?si=2xZYwHpSSg7OY3oD 

参政党 https://youtu.be/aFWoWqfEw1c?si=44w_NfukfXx_l_Ff 

チームみらい https://www.youtube.com/live/GWjJJBvA_bk?si=9-2wZQxSyPvwlUeE 

日本共産党 https://www.youtube.com/live/YZ3AhLwIbcg?si=0q2c5_kjoWrZgpIL 

れいわ新選組 https://youtu.be/nzpSRqW8Vl4?si=ZcjoNOVXZqsF0OKB 

社会民主党 https://www.youtube.com/live/4ideD3G76yA?si=OXDlgr-oQ0yZw2aF 

日本保守党 https://youtu.be/BkpATMT54c4?si=kjw-CpfhDDX2PAyZ 

　なお、今回の分析対象の文字化については、YouTube付属の「文字起こし表示」をそのま
ま利用しています。そのため、YouTube自体の誤変換はそのまま利用していることでの、分
析上の誤認識を含む可能性はあります。 
 
【各党論点一覧（公示前議席順）：グレー背景は具体的施策ではない話題】 
 論点1位 論点2位 論点3位 

自由民主党 日本列島を強く豊かに 全ての世代の安心という
ところにかけて 

マーケットとの対話とい
うものをしっかり 

中道改革連合 家賃補助の制度というも
のをしっかり導入 

生活者ファースト、
えー、新しい日本がここ
にある 

特に強く打ち出したいの
はやっぱり生活者ファー
スト 

日本維新の会 負担を下げていって、そ
して医療年金制度を持続
可能なものにして 

私たちはアクセル役とし
て頑張っていきたい 

日本のアクセル役になる
という思いで、取り組ん
でまいりたい 

国民民主党 基本的にはインフレ税 我々のキャッチフレーズ
はもっと手取りを増やす 

日本の政治が変わったん
だとそう思っていただけ
る 

日本共産党 全国を回って一緒に戦っ
ていただくということ
で、戦っていきたい 

自民党政治を変えるとこ
こがもう私たちのもうあ
の1番の訴え 

新しい政治への希望を切
り開こう 

れいわ新選組 今こそさっさと廃止して
景気を上げる 

こっちに金突っ込んでみ
んなで豊かになろうよ 

あなたの生活を守ること
が1番大事 
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参政党 何かお役に立つことがあ
るのであれば 

一律で減税、そして最も
いいのは廃止 

そういったものを合わせ
て、東北等の支援、盛り
上げて 

日本保守党 消費税を0にするという主
張、これをもうあくまで
も貫いて 

給料が上がるような形に
するのが政府の役割 

政権を取ればこれをやる
んだという、その思いは
あります 

チームみらい 是非今回の選挙でみらい
にご注目いただければ 

チームみらいが注力する
政策を実現 

チームみらいを支援して
いただく方が投票できる
ように 

社会民主党 代替財源を確保し責任が
ある消費減税 

同じことを言い続けると
いうところこそ社民党 

自己負担などをやめて税
金はあなたを応援する 

 
　この分析は、プレゼンテーションや商談など通常ビジネスシーンにおいて活用される際、
論点の上位が具体的な「アクションプラン」や「課題」である場合ほど、聞き手に伝わりや
すい・聞き手が行動を起こしやすくなるとわかっています。これを加味して判断すると、今
回の分析結果として抽出された「具体的施策」については、各党が主張したい内容であると
ともに、実行可能性の高い力を入れた論点であると判断できます。逆に、通常このランキン
グ上位に「挨拶」や「仕様説明」が挙がった場合は、聞き手の行動に影響を与えないことが
わかっています。今回の各党のマニフェストのうち、「具体施策」と「具体的でない話題」
の多さを踏まえて、各党の意思を判断できそうだと言えます。 
 
 
■ マニフェスト動画に対して、序盤情勢調査を加味した傾向を分析 
　前述のCogStructure分析を使った衆院選における各党のマニフェスト動画（動画内発話
内容）を対象に、各党の改選前の議席状況および序盤情勢調査※による予想との関係を統計
的に検証しました。 
※序盤情勢調査・・・日本経済新聞社が1月28日に発表した数値 
　https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA286QL0Y6A120C2000000/ 
 
【分析に利用した基礎数値一覧】 

 
選挙前議席数 
（公示前） 

予想議席数 
（序盤情勢調査） 議席数増減 席数増減率 

議席割合 
（公示前） 

議席割合 
（序盤情勢調査） 割合増減差分 

自由民主党 198 238 40 20% 42% 51% 9% 

中道改革連合 167 99 -68 -41% 36% 21% -14% 

日本維新の会 34 33 -1 -3% 7% 7% 0% 

国民民主党 27 19 -8 -30% 6% 4% -2% 

参政党 2 10 8 400% 0% 2% 2% 

チームみらい 0 6 6 600% 0% 1% 1% 

日本共産党 8 8 0 0% 2% 2% 0% 

れいわ新選組 8 7 -1 -13% 2% 2% 0% 

社会民主党 0 1 1 100% 0% 0% 0% 

日本保守党 1 0 -1 -100% 0% 0% 0% 

 
　具体的には、「解散前の各党の議席数」「解散前の議席数から、序盤情勢調査による予想
獲得議席数がどう変化したか」を指標とし、それぞれの増減によって違いの出る内容が何か
を特定。異なる指標の中でも、どれが一番強い関係性かを特定する「Impact Finder機能」
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を使って分析したところ、議席数割合が増加した党のマニフェストおける「言い切りの減
少」はp値＜0.0001となり、高い有意差を持った傾向だと言えることがわかりました。今回
の分析では議席数の増加を中心に傾向把握し、投票判断のために把握すべきことをまとめま
す。 
　この分析は、政策内容そのものの正否を評価するものではありません。あくまで、動画が
どのような“言い方”で構成されているかを可視化し、有権者が投票判断の材料を点検するた
めの「見方（読み方）」を提供することを目的としています。なお、得られた結果は相関に
基づく傾向であり、編集方針や尺の制約など、発信の条件によっても左右され得る点に留意
が必要です。 

 
 
 
■ 議席を減らす予定の党ほど「長い・あいまい、しかし言い切る」 
　序盤情勢調査から議席割合が増える想定の党ほど、マニフェスト動画は短くなる傾向が確
認されました。加えて、発話の特徴として、言い切り表現が減る（断言を避ける）傾向が見
られ、同時にカタカナ表現も減る傾向が確認されました。 
　この結果は、勢いのある局面ほど、視聴者にとって受け取りやすい形に短く・平易にまと
める方向に寄る可能性を示しています。一方で、言い切りが減ることは「慎重さ」として受
け止められる場合もあれば、「責任の所在があいまい」と受け止められる場合もあり得ま
す。そのため、有権者が動画を評価する際には、断言の多寡だけで判断するのではなく、断
言しない箇所で代わりに何が示されているか（根拠、数値、期限、実行手段、想定される副
作用や反対意見への対応）を併せて確認することが重要です。 
※言い切り表現で、各党は何をすべきと表現されているかも分析結果が出ており、この結果
は公式ページ・note記事で公開しています。 
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　更に、全体の議席数割合が少なくても増加率が高い党は、指示語が減る傾向が確認されま
した。逆に、議席を減らす予定の党のマニフェストには指示語が多いため、言及されている
内容の中で「具体的でない箇所を注視する必要がある」といった懸念があることを示してい
ます。 

 
 
 
■ 特集ページの案内 
　本分析結果を踏まえ、コグニティでは有権者向けに各党のマニフェスト動画の論点・特徴
を一覧化した特集ページ、及びnoteにおける有料記事を公開しました。 
 
特集ページ名：2026年衆院選・政論解体新書 
URL：https://cognitee.com/2026vote 
内容：選挙当日まで、各党から公開された情報をもとに、傾向や注意点について分析して共
有します。 
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※指標定義や分析手法の詳細、今後の追加分析（政見放送・街頭演説等への拡張）について
も順次公開予定です。​
 
【本日更新分の内容】 
・各党マニフェスト動画による主な主張 
・議席数増減予想から、勢いのある・ない党の特徴を特定 
・議席を減らす予定の党ほど「長い・あいまい、だけど言い切る」 
・各党の「言い切り主張」一覧 
・特徴から逆算する「議席数」増減 
・各党の詳細分析レポート 
・あなたの思考傾向分析 
 
 
■ トライアルのご案内：Baseline Review機能 
　コグニティは、会話・文章などの定性データを、独自の構造化技術により「改善に使える
指標」と「行動に落ちる示唆」に変換する分析サービスを提供しています。商談・会議・社
内共有・研修・顧客対応・IRなど、目的に応じてコミュニケーションの“伝わり方”と“成果
につながる要因”を可視化し、改善の優先順位と打ち手を提示します。 
　その入口として、短期間で現状の課題と改善の方向性を把握できる「Baseline Review
（お試し）」を5万円（税別）で1月27日にリリースいたしました。個人・組織の力量を確
かめるため、パフォーマンスが良いトーク／悪いトークの違い（構成・論点の置き方・説得
の流れ等）や最終版の再レビュー（Before/After比較）として、録画・音声・書類等を2本
ご提出いただくことで、分析結果とブリーフィング1時間でフィードバックします。（個人
利用の場合は、ブリーフィングに代わりメールもしくはオンラインセミナーにて実施） 

 
申込ページ：https://cognitee.com/baseline-review-cog-evidence 
 
 
【コグニティ株式会社 会社概要】 
◯ 社　名​ ：コグニティ株式会社 
◯ パーパス  ：技術の力で、思考バイアスなき社会を。 
◯ 事業内容  ：定性情報の定量化技術を使った組織分析サービス 
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◯ 本　社​ ：〒140-0015 東京都品川区西大井一丁目1番2−208号 
◯ 設　立​ ：2013年3月28日 
◯ Web​ ：https://cognitee.com/ 
◯ 資本金​ ：6億円（準備金含む）  
◯ 従業員​ ：71名（リモートワーカー含む） 
◯ 代表者​ ：代表取締役 河野 理愛 
◯ 受賞歴他  ： 
■EY Innovative Startup　エンタープライズ部門受賞(2019) 
■第11回 HRアワード 人材開発・育成部門 最優秀賞(2022) 
■第22回 一般社団法人日本テレワーク協会 テレワーク推進賞 優秀賞受賞(2022) 
■第3回TOKYOテレワークアワード 推進賞(2023) 
■一般社団法人生成AI活用普及協会協議員(2023〜) 
 

本件に関するお問合せ 
コグニティ株式会社 広報担当：奥井 

 Email: ​okuinagisa@cognitee.com​ TEL: 03-4212-8445 
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